
過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
「
後
納
制
度
」
が
平

成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９
月

ま
で
の
３
年
間
に
限
り
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で

年
金
額
を
増
や
す
こ
と
や
、
年
金

を
受
給
で
き
な
か
っ
た
人
が
受
給

資
格
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。従

来
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間

と
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
を
合
算

し
た
資
格
期
間
が
原
則
と
し
て
25

年
以
上
必
要
で
し
た
が
、
平
成
29

年
８
月
か
ら
は
、
資
格
期
間
が
10

年
以
上
あ
れ
ば
老
齢
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
後
納
制
度

を
利
用
し
不
足
し
て
い
る
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
年
金
の

受
給
が
で
き
な
か
っ
た
人
が
受
給

資
格
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

た
だ
し
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
な
ど
は
、

後
納
制
度
の
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
。後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、「
ね
ん
き
ん
加
入

者
ダ
イ
ヤ
ル
」（
☎
0
5
7
0

－
0
0
3－

0
0
4
）
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
12
月
11
日
か
ら
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
と
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
配

布
を
開
始
し
ま
す
。

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は
、
援
助
や

配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
が

外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
い
人
が
着

用
す
る
こ
と
で
、
周
囲
の
人
に
配

慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知

ら
せ
、
援
助
を
得
や
す
く
す
る
も

の
で
す
。

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
、
障
が
い

の
あ
る
人
な
ど
が
持
ち
歩
き
、
災

害
時
や
緊
急
時
な
ど
、
周
囲
の
人

に
手
助
け

を
求
め
た

い
と
き
な

ど
に
提
示

す
る
こ
と

で
、
手
助

け
を
求
め

る
も
の
で

す
。

■
配
布
対
象
者　

①
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク　
外
見
か
ら
は

配
慮
や
援
助
が
必
要
と
分
か
り
に

く
い
人

※
受
付
時
に
、
氏
名
や
必
要
な
理

由
（
障
が
い
の
有
無
な
ど
）
に
つ

い
て
、
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

②
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド　
障
が
い
な
ど

が
あ
り
、
周
囲
か
ら
の
手
助
け
が

　
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資

格
の
有
効
期
間
は
５
年
間
で
あ

り
、
資
格
登
録
者
は
５
年
ご
と
に

資
格
登
録
更
新
の
手
続
き
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
更
新
対
象
者
に
は
、
資
格
登
録

更
新
実
施
案
内
及
び
申
込
書
な
ど

が
11
月
中
に
札
幌
市
下
水
道
資
源

公
社
よ
り
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
洞
爺
湖
町
成
人
式
を
開
催
し
ま

す
。
10
月
１
日
現
在
で
洞
爺
湖
町

に
住
所
が
あ
る
人
は
、
案
内
を
発

送
し
て
い
ま
す
。

　
町
外
に
居
住
し
、
出
席
す
る
人

は
、
社
会
教
育
課
ま
で
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
日
　
時　
平
成
30
年
１
月
７
日

（
日
）　
受
付　
14
時
〜　
記
念

撮
影　
14
時
30
分
〜　
式
典　
15

時
〜　
祝
賀
会　
15
時
30
分
〜

■
対
象
者　
平
成
24
年
度
に
北
海

道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試

験
に
合
格
し
た
人
、
ま
た
は
資
格

登
録
更
新
手
続
き
を
行
っ
た
人

で
、
資
格
登
録
期
間
が
平
成
30
年

３
月
31
日
で
満
了
す
る
資
格
登
録

人■
受
付
期
間　
平
成
30
年
１
月
10

日
（
水
）
〜
１
月
18
日
（
木
）

８
時
45
分
〜
12
時　
13
時
〜
17
時

30
分
※
土
・
日
曜
日
は
除
く

■
更
新
方
法　
手
続
き
終
了
後
、

更
新
用
テ
キ
ス
ト
を
配
布

■
手
数
料　
7
、
0
0
0
円
（
更

新
手
数
料＜

テ
キ
ス
ト
代
込
み

＞

と
資
格
認
定
証
交
付
等
手
数

料
）

必
要
な
人

■
配
布
場
所　

本
庁
健
康
福
祉

課
・
洞
爺
湖
温
泉
支
所
・
洞
爺
総

合
支
所

■
そ
の
他　

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
様
式
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
自
分
で
印
刷
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

国民年金保険料
の後納制度
■問合せ
　室蘭年金事務所
　（お客様相談室）
　☎ 0143-50-1004
　住民課住民・戸籍
　年金グループ
　☎ 74-3002

排水工事責任技
術者資格登録更
新のお知らせ

■問合せ
　上下水道課管理・
　営業グループ
　☎ 74-3008

ヘルプマークと
ヘルプカードを
配布します

■問合せ
　健康福祉課福祉・　
　高齢者グループ
　☎ 74-3001

洞爺湖町成人式
開催

■問合せ
　教育委員会社会教育課
　社会教育グループ
　☎ 74-3010
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無料法律相談会
開催

行政に関わるく
らしの無料相談
会開催

■問合せ
　住民課住民・戸籍　
　年金グループ
　☎ 74-3002

　老人世帯、重度心身障害者世帯、ひとり親世帯な
どの生活の安定と福祉の増進を図るために、一定の
要件を満たす世帯に対し、生活の一助として冬期採
暖に必要な福祉灯油の購入助成を行います。該当す
る世帯の人は申請が必要です。
■対象世帯
平成 29年 11月１日現在洞爺湖町に住所がある人
で、次の１～４のいずれかに該当する世帯
①満 65歳以上の単身世帯と老人世帯
②上記世帯であって、満 18歳未満の児童のみを扶
養している世帯
③下記の手帳の交付を受けている人が世帯主または
同居する世帯
　㋐１・２級の身体障害者手帳の交付を受けている人
　㋑Ａランクの療育手帳の交付を受けている人
　㋒１・２級の精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている人
④ひとり親世帯で18歳未満の児童のみを扶養する世帯
※申請時に生活保護世帯、施設などに入所または入

福祉灯油の購入助成
のお知らせ

院している単身世帯、冬期間町外に滞在している世帯
は除きます。
■収入限度額
（平成 29年中の世帯全員の収入額合計を月割した額）
１人世帯　月額 10万円未満
２人世帯　月額 13万３千円未満
３人世帯　月額 16万６千円未満
４人世帯　月額 20万円未満
■持参する物
平成 29年中の収入状況がわかるもの／年金の支払通
知書または年金の振り込まれている通帳など／源泉徴
収票／その他、給与支払明細書などの収入が確認でき
る書類／印鑑／身体障害者手帳、療育手帳または精神
障害者保健福祉手帳
※代理申請の場合は委任状が必要です。
■助成の量
１世帯あたり灯油 100㍑分の灯油購入助成券（現金
支給はありません）
■申請期限　平成 30年２月 28日（水）まで
■申請場所　本庁健康福祉課福祉・高齢者グループ・
洞爺湖温泉支所・洞爺総合支所庶務課の各窓口
■問 合 せ　健康福祉課福祉・高齢者グループ（☎ 74-3001）

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員

（
３
人
）
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

■
日
　
時　
①
12
月
21
日
（
木
）

13
時
30
分
〜
15
時
②
平
成
30
年
１

月
18
日
（
木
）
13
時
30
分
〜
15
時

■
場
　
所　
①
②
虻
田
ふ
れ
合
い

セ
ン
タ
ー

■
担
　
当　
①
阿
部
洋
介
弁
護
士

（
北
海
道
み
ら
い
法
律
事
務
所
）

②
林　
正
樹
弁
護
士
（
伊
達
噴
火

湾
法
律
事
務
所
）

　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
の
予
約

は
不
要
で
す
。

■
日
　
時　
12
月
16
日
（
土
）
９

時
30
分
〜
12
時

■
場
　
所　
あ
ぶ
た
母
と
子
の
館　

研
修
室

■
申
込
み　
北
海
道
行
政
書
士
会

室
蘭
支
部
（
☎
76－

3
5
3
8

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ
（
☎
74－

3
0
0
2
）

　
今
年
４
月
か
ら
、
は
が
き
に
よ

る
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
（
架
空

請
求
）
の
相
談
が
札
幌
市
消
費
者

セ
ン
タ
ー
に
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

て
、
特
に
９
月
か
ら
急
増
し
て
い

ま
す
。

　
架
空
請
求
と
は
、
民
事
訴
訟
管

理
セ
ン
タ
ー
や
法
務
省
管
轄
支
局　

民
事
所
掌
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

公
的
機
関
を
か
た
り
、
「
総
合
消

費
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最
終
告
知

の
お
知
ら
せ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
「
契
約
不
履
行
に
よ
る
民
事
訴

訟
と
し
て
訴
状
が
提
出
。
連
絡
が

無
い
場
合
、
給
料
差
し
押
さ
え
と

動
産
不
動
産
の
差
し
押
さ
え
を
強

制
的
に
履
行
」
な
ど
と
法
的
な
拘

束
力
を
利
用
し
、
被
害
者
を
動
揺

さ
せ
感
情
を
揺
さ
ぶ
り
慎
重
さ
を

欠
く
判
断
へ
と
せ
か
さ
せ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
架
空
請
求
の
ハ
ガ

キ
が
突
然
届
い
て
も
、
慌
て
ず
に

落
ち
着
い
て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
か
ら
連
絡
し
て
し
ま
う
と
電

話
番
号
な
ど
個
人
情
報
が
知
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
法
的
措
置
を
取
り
下

げ
る
た
め
に
必
要
だ
と
言
い
、
高

額
な
請
求
を
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
支
払
い
を
強
要
さ
れ
て

も
決
し
て
支
払
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

架空請求に注意
しましょう

■問合せ
　産業振興課水産・
　商工グループ
　☎ 74-3005

■問合せ
　住民課住民・戸籍　
　年金グループ
　☎ 74-3002

広報とうや湖　2017年12月９


